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H uman Pro1actin 
Edited by J.L.Pastee1s and C. Robyn，pp. 340 
Excerpta Medica Amsterdam，American E1sevier，1973 
本書は 1973年 6月で、聞かれた Internationa1Symposium on Human Pro-
1actinの記銀で六つの主題とその討議から成っている。ヒトにおいて pr01actin
が独立したホノレモンとして存在することが確認されたのは，下垂体より pr01ac-
tinが抽出・精製され， ヒト血中 pr01actinの測定に十分な感度を有する特異的
測定法が開発された 1970年代の初めである しかし，その後ヒト pr01actinにO
関する研究は飛躍的に進歩し，現在も新知見が続々と報告されつつある。したが
ってヒト prolactin に関する最新の研究成果をまとめた本書の有する意義はき
わめて大きい。第 l章では Lewisおよび Singhがヒト下垂体よりの pr01actin
の抽出・精製方法およびその精製 prolactin の化学分析結果について報告して
いる。 Friesenらは新しく開発した prolactinの radioreceptorassa yについ
て述べ， この測定方法を用いてヒト prolactin の分泌調節に関して検討してい
る。 Turkingtonらはヒト prolactinの receptorが乳腺などの組織の細胞の細
胞膜に存在し， pr01actinの作用は receptorと結合することによって開始する
と述べている。また，彼らによれば pr01actin は cyclic AMP-dependent 
protein kinaseを急速に誘発するが，これはほかの下垂体ホルモン (luteinizing 
hormone，thyroid stimulating hormone etc.)と異なり adeny1cyclaseの活
性化を必要としない。第 2章では Forsythおよび Parkeが pr01actinの生物
学的測定法， Greenwoodらが radioimmunoassayに関する諸問題を概説して
いる。またこの章では， Cotesが prolactin測定に際し用いる標準品について
言及している。第 3章の主題は動物における pr01actin の分泌調節についての
研究結果で，臨床的にも有意義と思われるものに関するものである。第 4章はヒ
ト pr01actinの分泌調節に関するもので， Robyn らはヒト pr01actinの生殖
において果す役割を追求している。ヒトにおいて pr01actin は月経周期中に変
動し，妊娠中に増加する。また， estrogen投与により血清 pr01actinは増加す
るが， gonadotropin re1easing hormoneと pr01actin分泌の関係は判然とし
ないという。 Jacobsおよび Daughadayは L-Dopa，thyroid stimu1ating 
hormone re1easing hormone (TRH)，ch10rpromazineなどの pr01actin分
泌に影響する薬剤を患者に投与し，視床下部ー下垂体系における病変の診断を試
みている。第 5章では Furthが主として動物における pr01actinの乳癌発生に
おける役割について概説し， Hobbsらは prolactinおよび種々なるホルモンの
ヒト乳癌に及ぼす影響について述べている。第 6章では Frantzらが視床下部の 
pr01actin inhibiting factor を増加させる薬剤である L-Dopaの pr01actin
分泌に及ぼす効果について報告している。彼らはしDopaが TRHで誘発され
た pr01actinの放出を抑制することを観察する一方， L-Dopaによる乳癌患者の
治療も試ているo de1 Pozoおよび Fluckigerは pr01actin分泌を特異的に抑
制する 2・Br-a-ergocryptine(CB・154)作用について概説している。この ergot 
a1ka10idの一種である CB・154はヒトを含む種々なる動物において下垂体より
の pr01actin分泌を抑制するという。 CB・154は pr01actin分泌を抑制するこ
とにより，産樗婦人において乳汁分泌を抑制し，乳汁分泌をともなう無月経患者
においては乳汁分泌を抑制するとともに排卵を誘発する。しかし CB・154のヒト
乳癌に対する効果はあまり良好ではない。
以上，本書:の内容の一部を紹介したが， その広範な内容は pr01actinの生体
内で果す複雑で広範な役割を反映するものである。このように，本書:は現在急速
に進歩しつつあるヒト pr01actin に関する研究成果をほとんど網羅しており，
ヒト prolactinの研究にたずさわる者にとって絶好の著書と考えられる。
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